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学位論文内容の要旨
膵癌（PDAC）は癌細胞と神経間の伝達を介して神経浸潤するという特性を備えている。
我々は PDAC 細胞に対するテロメラーゼ特異性腫瘍融解アデノウイルス OBP-301 と腫瘍
抑制 p53 蛋白搭載 OBP-301（いわゆる OBP-702）の効果を評価した。高浸潤能 PDAC 細
胞は高いレベルのリン酸化 ERK1/2 を発現していた。ERK 阻害剤および siRNA による
ERK1/2 阻害は PDAC 細胞の浸潤能を抑制した。OBP-702 に感染した PDAC 細胞は ERK
シグナルが抑制され遊走能および浸潤能が阻害され、その効果はOBP-301よりも強かった。
さらに OBP-702 は、PDAC 細胞浸潤能を増強する神経伝達物質などの投与下でさえ浸潤抑
制効果を認めた。OBP-301 と OBP-702 における皮下腫瘍モデルマウスへの腫瘍抑制効果












 本研究から本研究者は、新しいウイルス製剤が膵がん治療に極めて有効であることを in 
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